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Occurrence　and 　size　distribution　of　ayu 　larvae　around 　the　surf 　zones 　facing

　　　　　　　　　 Toyama 　Bay 　related 亡o 　habitat　shift

YAsuHIKo　TAGO ＊

To．vama 　PrefecturaZ　Fisheries　Research　Jnstitute，　Nam ‘erikawa ，　Tayama 　936 −8536，　／砂 a12

　　The 　Occurrence　and 　distribution　of　ayu ，　Plecogtossus　altivelis，　larvae　around 　the　surf 　zoDes 　of　a　sandy 　beach

were 　investigated　in　Toyama 　Bay，　the　Sea　of　Japan，　from 　l992 　to　1998 ．　Larvae　appeared 　at　the　surf 　zoDes 　of　the

sandy 　beach　from　October　through 　January，　with 　a　peak 　in　November ．　Mean 　standard 　length　of　larvae　collected

by　a　surf 　z（me 　ne し was 　12．1± 1．8　mm 　in　October，18．3± 3．Omm 　in　Novcmber ，22．0±4．9　mm 　in　December 　and

23 ．3 ± 2．7　mm 　in　January．　The 　standard 　length　of　ayu 　larvae　collected 　a しo 臨 hore　shallow 　waters 　fronユ January　to

February　by　a　beach　seine 　ranged 　frerrユ 21　to　48　mm （Ave ．36．1± 3．8mm ）with 　a　mean 　of　36　mm ．　Ayu 　larvae

were 　observed 　by　scuba 　diving　at 　surf 　zones 　and 　adjacen 亡 offshere 　shallow 　waters 　from　November 　to　March ．

These　findings　of　seasonal 　occurrence 　and 　distribution　suggested 　that　most 　ayu 　larvae　inhabited　the　surf 　zones

from　October　to　December 　and 　then　migrated 　to　the　adjacent 　off
’
shere 　shallow 　waters 　by　February　as　the　larvae

grew　and 　the　water しemperature 　fell　in　Toyama 　Bay，
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ド ；ア ユ 仔 魚，富 山 湾，砕 波帯，浅 海域，生 息場所

　 ア ユ 仔 魚 は 河 川 か ら海 へ の 降 ドと と もに 沿岸表層 に 分

散 し た後 ，砂 浜 域 の 砕波帯 に 出 現 す る こ とが 千 田 ・木

下 1・211
に よって 明 らか に さ れ た 。し か し，砕波帯 周 辺 海

域 に お け る仔 魚 の 分 布 牛態 に 関 す る 知 見は 少な く，土 佐

湾
2−5）お よび 熊野灘

δ・7｝にお け る報告 が あ る に 過 ぎな い。

　 日本 沿 岸 の 平 均 潮位差は ，長崎 で は 約 3m ，土 佐 湾 で

は 約 2m で あ る の に対 して ，口本海側 の 若狭湾や 富 山

湾 で は わ ず か に 20〜30cm に 週 ぎ な い
。 ま た，冬期 の

最低 水 温 も太平洋側の 十一佐湾や 熊野灘 で は 13℃ 以一Eあ

る の に 対 し ，富 山湾 で は 10℃ を 下 回 る 。 ヒ ラ メ

Paralichth）
’s　olivaceus や ス ズ キ Lateolabrax／

’
aPonicus の

仔稚魚で は ，長 崎や ⊥ 佐 湾 と若 狭湾で は ト記の 物理 環境

条件 の 違 い を反 映 して ，そ れ ぞ れ の 分布様式が 異な る と

報 告 さ れ て い る。S） こ の よ うに 水 温 や 潮位の 差 に よ り仔

椎 魚 の 生 態 に 地 域差 が あ る こ とを 考え る と，海 況 の 異 な

る 日本 海の 砕 波 帯 で ア ユ 仔 魚 の 出現 状 況 を把 握 し，H本

に 生 息 す る アユ の 生 活 史の 全 容解 明 に 寄与す る こ と は，

ア ユ 仔魚の 成 育 場 の 保 全 を 図 り，ア ユ 資源を増大させ る

上 で も重 要 な 意 義 を 持 つ と考え ら れ る。

　 本研 究 で は，1．体 海中 部に 位置す る富山湾 の 砂 浜域砕

波 帯 お よび そ の 周 辺 海域 に お い て ，ア ユ 仔魚 の 出現時

期 ，体 長範 囲 お よび 分 布 状 態 を 明 らか に す る と と も に ，

ア ユ 仔 魚 の 分 布域 の 変化 と 水 温 な ど の 環境 要 囚 との 関 係

に つ い て 検討 を 加 え た 。

材料お よび 方法

　仔魚の採集　ア ユ 仔魚の 採集は，富山湾に 面す る砂 浜

海岸 （Fig．1 ；氷見 A ， 国分 B ，／

’
鍍 寺 C ，岩 瀬 F ） お

よび 漁港 （船 揚場 ：Fig．1 ；西 新 湊 漁 港 D ，東新湊漁港

E ） の 砕 波 帯 に お い て ，1993〜1998 年の 10月〜3 月

に ，原 則 と し て 月 に 1 圓 彳1 っ た 。採集 に は，サ ー
フ

ゾ
ー

ソ ネ ッ ト （高 さ 1．3mX 幅 6m ，目合 1m 【n ，中 央

部は 袋状 ；以下 サ
ー

フ ネ ッ 「
・と称 す る） を用 い ，水深 約

1m 以 浅 の 砕波帯 を岸 に 平行 に 曳網 した。調査地 点の 曳

＊ Tel ： 81−76−475−0036．　 Fax ：81−76−475−8116，　 Email ： suisallshikenO4 ＠pref，toyama ．jp
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Fig．1．　Toyama 　Bay 　 and 　 samplil ユg　localities（A

−H ） of

　 ayu 　larvae．　Open　squares 　indica亡e　 sandy 　beaeh 　 and

　 c1〔）sed 　squares 　indicate　Iishing　Port　ar
’
ea ，

網距 離は ，離岸 堤 や 堤 防が 溝築 さ れ て い る こ とな どの 地

形上 の 制約 か ら A
，
B

，
　E ，　F で は 1 回 50　m を 2〜3 回，　 C

て は 60〜80m を 1〜2 回，　 D で は 60m を 1〜2 回 と し

た。

　1997 年 2 月 6 口 と 1998 年 1 月 14 日 に は 岩瀬 〔Fig．
1；F） に お い て，サ

ー
フ ネ ッ トで 砕 波 帯 で の 採 集 を行 っ

た 後，ゴ ム ボ
ー

トに よ り小 型 の 地 曳網 〔袖 網 の 長 さ 6，8

m ，袋網 の 間 口 4．5m ，袋 網 の H 含 3．9mm ） を 人 力 で

岸 に 対 して 垂直 に 曳網 す る こ とに よ り，砂 浜の 汀線 か ら

沖 合 い 約 130m の 範 開 （最大水 深 4m 〕 に 分布す る 仔

魚を 採集 した 。

　採集 した 仔 魚 は 80％ エ ヌ ノー
ル 溶液に 保存 し，同 定

・計数び）後，曳網 ご とに 1〜100 個体の 慓準体長 〔SL）

を ノ ギ ス に よ り測 定 した。

　潮位 に よ る ア ユ の 出 現 状 況 の 違 い を 調 べ る た め に ，

1994 年 11 月 10− 11 口，1995 年 11 月 1〜2rl ，Fs　，ltび

1996 年 ユ0 月 24− 25 日に ，サ ー
フ ネ ッ 1・一で 多数 の 仔魚

が 採集さ れ た 六 渡 寺 〔Fig．1；C ）に お い て ，灯火に よ る

約 2 時間 間 隔 の 終 夜 採 集 を 彳Jった、光源の 光 の 強さが

約 13，0001x の 懐中 電 灯 を 水 巾 に 入 れ ，5分間 に 集 ま っ

た仔魚を タ モ 網 で す く っ た。

　水中観察　ア ユ 仔魚の水 中 での 生 息場 所 を確認 す る た

め に ，富 lI」湾東部の 魚津市 経 出 （Fig．1；H 〕 に お い て ，

1992年 11月一1997 年 2 月 に，11 月 に 4 回 ，12月 に 5

回 ，1 月 に 1 回 ，2 月 に 2 回 ，3 月 に 3 回 の 計 15 回 の

水 中 観 察 を行 っ た。

　観 察 は 砕 波 帯 とそ れ に 隣 接 す る 沖 合 い 80m の 浅海域

（水 深 1− 5m ） を ，汀 線 か ら沖 合 い 約 60m に 設 置 さ れ

て い る 離岸堤の 周 辺 を 水面 遊泳 お よ び ス グ ーバ 潜水 に よ

り くま な く周 回 し （約 1 時間），ア ユ 仔 魚 が 確 認 さ れ た

場所 を 記録 した。な お，1994年 2 月 16 日 に は 岩瀬 浜

（Fig．1；F〕 に お い て も水 面遊泳 に よ る観察を行 った。

　水温 1996年 10 月〜1998 年 2 月 に ，滑 川 漁 港 内

（Fig．1；G）の 表層 水 温 （午 爵1∫9 時 頃 ），お よび 滑 川 漁

港沖含い 70m ，水 深 13．5m 地 点 か ら 取 水 され て い る水

の 富 山 県水 産 試験場 で の 注 水 冂 の 水 温 〔午 前 9 時 頃 ）

を，そ れ ぞ れ 棒状水 銀 温 度刮 に よ り毎 日測 定 した 。

結 果

　 仔魚 の 採集結果　サ
ー7 ネ ッ トに よ る 5 力年 の 採集

結果 を月別 に Table　1 に 示 し た ．仔 ．魚 は 5 力 年 で 計

21，833尾採集 され た。各 llの 曳網 距 離 当 た りの 採 集尾

数 （尾〆m ）の 4−5 が 十の 平 均 は，10 月 で は 1、2 尾，11

月 で は 9，3 尾 ，12 月 で は 2．1 尾 お よ び 1 月 で は 0．3 尾

で ，月間 の 平均 値 に は有意 な差 が認 め られ た 〔分 散 分析，

F ：｝、15 − 5．ユ3，p＝O．Ol）
。 また，11 月 の 採集個体数密度 は

他 の 月 に 比 べ 有 意 に 高か った （ポ ス トホ ッ ク テ ス ト，
Fisher　PLSD ，各 月 と も p 〈 0．02）。 2 月以 降仔魚は 全 く

採集 され な か っ た、、

　仔魚の 出 現 した 10月〜1 月 に お け る 調査 H ・調査地

点 ご との 曳網距 離当 た りの 採 集尾 数 は 0尾〆m へ48，2 尾

fm と大 き な 幅 か み られ ，砂 浜 海岸 で は 42 回 中 31 回

〔73，8％） に仔 魚 の 採 集 が み られ た が，漁港内で は 15 回

中 3 回 C20．0％）に 過 ぎな か った。また，そ の 際の 曳網

当た りの 採 集 尾 数 の 半均値は ，砂 浜海岸で は 3．6尾 fm
（N ＝42，曳綱 距 離 4．9001n ），漁港内 で は 0．1尾！m （N
− 14，曳網 距 離 940m ；港 外 ぴ）浅海域 が 大時化 で あ っ

た 1994 年 11 月 の D 地 点の 採集を 除 く）で ，砂浜海岸

で の 採集 尾 数 は 漁 港 内で の そ れ ．ltり も有意 に 高 か っ た

〔t一検定，z
− 2．77，p＝0．006）。底而 が コ ン ク リ

ー
トで 潮

の 流 れ が ほ とん ど な い 漁 港 内 の E 地 点 （曳網距 離 400

m ） で は，仔 魚 は 採 集 さ れ な か っ た 。

　 な オ5 ，　1996 年 10 月・一・1997 勾．．1 ）
’jの 採集率 は C ナ也点

で は 0，1 尾 〆m ，F 地 点で は 0．5 尾 〆m で ，前 3 力 年 の そ

れ ぞ れ 4．8 尾 〆m お よ び 8．3 尾〆m に 比 べ ，そ れ ぞ れ 11

48 お よび 1f17 と著 し く減少 した。

　 サ
ー

フ ネ ッ トで採 集 され た 仔魚の 体長 （10 月 と 12 月

に 採集の み られ な か 一．）た 1997 年級群 お よ び 1996年 ユ

月 の 1 尾 を除 く〕 を Fig．2 に 示 した。仔魚 は 6，8− 34．5

mm の 範囲 で採集 され た。各月 の 仔 魚 の 平均体長間 に は

各年 級 群 と も に 有 意 な差 が認 め ら れ （分散 分析，1993

年 ；F ／i，dozt＝613，1994 ｛γ ；FL，．255 ＝209 ，1995 年 ；F2，6。o
＝231 ，1996 年 ；F2，20s＝615 ，各 年 と も p ＜ 0．001），12

月 まで は 経 月 的 に 大 き く な っ た （ポ ス トホ ッ ク テ ス ト，
Fisher　PLSD ，各年 とも p 〈 0．001〕。し か し，1993年 級

群で は そ れ 以 後 の 12 月 と 1 月 σ）平均体長 に も有意 な 差

が 認め ら れ た が 〔ポ ス トホ ッ ク テ ス ト，p く 0．001），
1994年級群 で は 認 め ら れ な か っ た 〔ポ ス トホ ヅ ク テ ス
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　Table　1，　 Monthly 　changes 　in　number 　of 　ayu 　larvae　collected 　by　a 　surf 　zone 　net 　at　Lhe　sur ［　zones 　in　Toyarna 　Bay 　from 　October 　to

　 　 January　during　the　years，／993 −1998

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0cLober　　　　　　　　　　 November 　　　　　　　　 Deccmber
　 　 Year 　　　　　　　 Stations＊ 1　　　　　　　　　　　

．
　　　

一
　　　　　　　　　　　　　　　　

．一一
　　　　　　　　　　　

一
　　　

．−

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Dis．（m ）
＊ 2
　 La．＊／／

　 La ．〆nl 料

　　Dis，　　 La．　　 La．，m 　　Dis．　　 La．　 La，加

1993−1994　　Sandy　l〕each （A，　C，　F）　　　　　200　　　　209 　　　1．0　　　　300　　3，047　　10．2　　　350 　　615　　 1．8
−

　
−
　 S 、ndy 　b，a、h 〔A，　B，と，　F〕　 4。・ 　 62 　 6．2 　 28・ ・，94ξ

．
6，9 　 23・ 2，47… 　 ．7

1994一ユ995 　 Fishing　PQrt （D，　E）　　　　　　　
一
　　　　　

一
　　　　　　　　　 60　　2，889　　48・2　　　160　　　 6　　 0・O

　 　 　 　 　 　 Sul〕total　　　　　　　　　　　　　　　　 400　　　　　　62　　　　0．2　　　　　340 　　　4β33　　　14．2　　　　390 　　2，476 　　　　6．3

　　　　　　Sandy 　beach （C ，　F ）　　　　　　　 230 　　　　933　　　4．1　　　　280　　7，171　　25．6　　　280　　82ユ　　　2．9

1995 −1996　　Fishing　Port （D，　E）　　　　　　　 120　　　　　0　　　　0　　　　120　　　　0　　　　0　　　120　　　68　　　0・6

　 　 　 　 　 　 Sub 　total 　　　　　　　　　　　　　　　　 350 　　　　　 933　　　　2，7　　　　　400　　　7，171　　　17．9　　　　400　　　 889 　　　　2．2

　　　　
．

S、ndy 　beach

．
〔C，　F）

．

　 　 23・
．

2・5 　 ・．9 　 23・

−
34 　 ・．1 　 23。 　 6i

’
・．3

1996＿／997　　Fishing　P 〔｝rt （D ）　　　　　　　　　 60　　　　　0　　　　0　　　　120　　　　0　　　　0　　　　60　　　　0　　　　0

　　　　　　Sub　total　　　　　　　　　　　　　　　　290　　　　　215　　　　0．7　　　　　350　　　　　34　　　　0．1　　　　290　　　　61　　　　0．2

、997 −、998

．
S、 nd ，61， 、h （F ）　

． ．
一 　 　 　 二 　 200 　 782 　 3．9 　 150 　 ・ 　 ・

Tota1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1，240 　　　／，419　　　1．1　　　1，590　　／5β67　　 10、0　　 1，580　 4，041　　　2．6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 January　　 　　　 　　　　 February 　　　 　　　 March

　 Year　　　　　　　 S 亡ations ＊ i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．一
　　　　　　　　　　　

一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Dis．　　　 La．　　　 La ．tnl　　　 Dis．　　　　La ．　　　　 Dis．　　　　 La，

1993−1994 　　Sandy 　beach 　〔：A ，　C ，　F ）　　　　　　　　　　　400　　　　494　　　　　　1．2　　　　　　350　　　　　　0　　　　　　350　　　　　　0

　　　　　 Sandy 　beach （A，　B，　C，　F〕　　　　　　　 310　　　　　3　　　　　0．0　　　　　
−

　　　　　　　　　　　　
−

1994＿1995　 Fishil19　port （D ，　E ）　　　　　　　　　　　
．
　　　　

一
　　　　　

一
　　　　　　　　　　　

一
　　　　　

一

　 　 　 　 　 Sub しota 且　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 310　　　　　　3　　　　　　0．0　　　　　　　
−

　　　　　　　　　　　　　　　
−

　　　　　 Sandy　beach 〔C，　F 〕　　　　　　　　　　　270　　　　　1　　　　 0．0　　　　　270　　　　　0　　　　　
−

1995＿1996　　Fishing　Port 〔D ，　E ）　　　　　　　　　　 120　　　　 0　　　　　0　　　　　120　　　　 0　　　　　
．一

　　　　
一
9。bt。t。1 　 　

． −
　 390 　

−．
1 　 0．0 　 390

．
d　 ．

　　　　　 Sandy 　beach 〔C ，　F）　　　　　　　　　　　　230　　　　　0　　　　　　0　　　　　 100　　　　　0　　　　　 100　　　　　0

1996＿1997 　 Fishing　Port （D ）　　　　　　　　　　　　60 　　　　0　　　　　0　　　　　
−
　　　　　

．
　　　　　

−

　 　 　 　 　 Sub　tota】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 290　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　100　　　　　　0　　　　　　100　　　　　　0

1997　　　　　Salldy　beach （F ）　　　　　　　　　　　　　 ］00　　　　　8　　　　　0．／　　　　　　
−．
　　　　　

一
　　　　　　

一

TQtal　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1、490　　　 5〔｝6　　　　 0．3　　　　　840　　　　 0　　　　　450　　　　　0

司 S 匸ations 　are 　referuble 　to　Fig．1．＊2　Toiving　d正stancc 　jn　metcr ．＊・l　 Number 　of 　larvae 　collcctcd ．＊↓ Number 　onarvae 　collcctcd 　per 　m ．

ト，P − 0．97）。
5 力年 を 通 じた 各月の 平均体長 とその 標

準偏 差 お よ び 体長範 囲 は ，10月 で は 12．1± 1．8mm

（6，8
−20，5mm ），11月 で は 18，3 ± 3．O　mm （10．0−27，0

mrn ），12月 で は 22．0 ± 4．9　mm （6．8−34．5mm ），1 月

で は 23．3 ± 2，7mm （14．5−29．4　m 【n ） で あ っ た。

　岩瀬 （Fig．1；F） に お い て 地 曳網 に よ り，岸 か ら 130

m 地 点 まで の 水 域 で 採 集 さ れ た 仔魚 の 平均体長 （±

S．D ．）は，1997 年 2 月 6 日 で は 35．6± 5．1mm （N ＝56），

1998 年 1 月 14H で は 36．3 ± 3．2　mm （N ＝173） で あ

っ た 。　 ・方 ，同所 の 砕 波 帯 で 1 月 に サー
フ ネ ッ トに よ

り採 集 され た 仔 魚 の 平 均 体長 は ，1994年 で は 22 ．1 ± 2．1

mm （N ＝99），1998 年で は 17 ．3± 2，0mm （N ＝7） で

あ り，地 曳網 に よる採集個 体 は サ
ー

フ ネ ヅ ト に よ る 採集

個 体 よ り有 意 に 大 き か っ た （分散分析，F
／i，：XiT− 447，　p

く 0．001，ポ ス トホ ッ クテ ス ト，Fisher　PLS 　D ，各群 と

も P ＜ o，oo1）。両 者 の 仔魚 の 体長分布 を Fig．3 に 示 し

た 。地曳網で は サー
フ ネ ッ トで は採 集 さ れ な か っ た体長

範囲 21〜48mm ，平 均 体 艮 36．1mm の大型 の 個体が 正

に 採 集 され た。

　灯火 タモ 網 に よ る 2時間間隔の 終夜採集結果を Fig．4

に 示 した 。採集尾数は 時間 に よ り大 きな差 が み られ た。

1994 年 お よび 1995 年 で は ，調 査中の 潮位 は 干 潮 か ら

満 潮 （潮 位 差 は そ れ ぞ れ 17cm お よ び 18　cm ； 以 下 同

じ） に 向 か っ て い た 。1996 年で は 調 査 中 の 潮 位 は 下潮
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Fig．2．　 Monthly　changes 　in　standard 　length　of　Hyu 　larvae

　 c 〔｝11ectcd　by 　a　surf 　zone 　net 　aL 　surf 　zones 　frQnl〔｝ctober

　 tエ） January　during 仁he　years　1993
−．1997．　Numbers 　in

　 parentheses 　indicate　the 　numbcr 　of　individauls　exa −
　 mined ，

か ら満潮 （18crn），さ らに 下 潮 （16　cm 〕 に 向 かって い

た、、ア ユ 仔 魚 の 最多採 集時刻 と潮位 ！：：の 有意 な 関係は 認

め られ な か っ た。

　水中観 察　経 出 の 離岸堤 周 辺 に お け
．
る 水 中観察 で 仔魚

が 催認 さ れ た 曙）は 計 7 囘 で あ 一．・た （Fig．5）。仔魚 が 確

認 さ れ た fi所 は す べ て 汀線 か ら 60m 沖合い に 設置 さ れ

た 離岸堤 の 内側で あ り，外側 で は ユ尾 も確認 で きな か

っ た 。 仔魚の 分布状態 は，砕波帯 か らその 沖側 に 隣接す

る浅海域 に か け て ，い くつ か の 小さ な 群や 1〜2 の 大 き

な群 を形 成 す る 場合な ど が あ．
） た n 仔魚の 群れ が 確認 さ

れ た 層 は，水 面 が波 立 ち 表層の 濁 り ；bl強か っ た 1992 年

11月 28 日の み が底 層 で ，他は す べ て 表層で あ っ た 。イr
魚 が 確認 され た時 の 水 温は 11〜17℃ で あ ・．

，た 。ま た ，

岩瀬 で は 汀線 か ら沖合い 80m 付
．
近 に あ る離岸堤 の 内倶「亅

の 表層 で ア ユ 仔魚の 群 が確認 され た 。

　水温　F：’J［1漁港 と 沖合 い の 浅海域 の 水 温 の 変化 を

Fig．6 に 示 した。漁港内の 水温 は 両年 と も 1 月 ド旬 には

10℃ を
一
ド回 っ た が ，浅海域 の 水温 は 両 年 と も 2 月 で も

10 ℃ を 下 回 る こ と は な か っ た 。1〜2 月 の 両 地 点 の 水温．

の 平 均値 ± S．D ．は ，1997 年 で は そ れ ぞ れ 9，2 ± 1．2 と

12．6 ± 0．9℃，1998 年 で は 9．0 ± 1−3 と 11．8 エ 1．0℃ で あ

り，2 つ の 海域 の 1〜2 月 の 平均 水 温 の 114Jに は 有意 な差

が 認 め ら れ た （分散分析 ；1997 年 ，F1、42 ＝100，　p ＜

O．OOI，1997 ｛ト，　F1，ff．ri＝99．9，　p ＜0，001〕。

考 察

　砕波帯 で の 仔魚 の 出現時期　富 山 湾の 砂浜海岸の 砕波

帯 で は，ア ユ 仔魚は 10月 か ら 翌 年の 1 月 に か け て 出現

し，そ の 盛 期 は 11 月 に あ っ た。富 rll湾 の河 冂 域 に 近 い

浅海 域 の 表 層 に お け る ア コ．仔魚 （体長 3〜22　mm 　SL ）

の一Lな 出 現 時 期 は 10 月 か ら 12 ∫］で あ る
v ：

の に 対 して ，

砕波帯 で の 出現期閲 は，そ れ よ り約 1 カ 月 長 い 傾向が

認 め られ た 。
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Fig．3．　Frequency　dis亡ribution 　of　standard 　length （エf　ayu 　larvae　collected 　by　a 　surf 欧 me 　net （opell　bar：I　 and 　by　u 　bcach　seine

　　〔closcd 　bar）at 【wase 　beach （Fig．1： F）from　Januaryしo 　February ．
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Fig．4．　Changes 　in　number 　of 　ayu 　larvae　coLlected 　by　a

　 〔lip　net 　under 　lighting　at　two ．hour　intcrvals　at 　Rokudo −

　 zi　l〕each （Fig．1 ：C ）from　19 ：00　to　6；QO．

　太 平洋側 の 十 佐 湾の 砕 波 帯 で は ，ア ユ 仔 魚 は 10月 か

ら 出現 し，
1〜2 月 に は 出 現 数 は 減 る もの の 3〜4 月 に は

再 び 増力1］し て 5 月 ま で 出 現 して い る。2・31 木 ド
2：1は 1・− 2

月の 出現数 の 減 少 は 河 川 か ら の 降 ド仔魚の 加 入 が な くな

っ た こ と，な らび に水 温 の 低
．
Fの た め 仔魚が 砕波帯 か ら

離 れ，や や 深所 に 移 動 した こ とに 起因 す る と推測 して い

る。ま た，塚 本 ら
61
は 熊野 灘 で は，土佐湾で み ら れ た よ

う な 1・−2 月 の 出現 数 の 減 少 もな く，秋 か ら 翌 年の 初 夏

に か け て 多 くの 仔 魚 が採 集 され た と L ，−E佐湾 と の 違 い

の 理 由 と して 熊野灘 の 波 打 ち 際 の 冬期 の 最低水温が 13

℃ 以 」： で あ る こ と を あ げ て い る、、ノ1・LII助 は 水 槽実 験 に

よ る観 察 か ら，孵化後問 もな い 仔魚の 好む 水温帯 は 17

〜21℃ で ，そ の 後ア ユ 仔魚は冷水 を 好む よ うに な り，

体長 30〜40mm 　SL で 14〜17℃，体長 60〜70　mm 　SL

で 11〜15℃ で あ り，そ の ト限 は 10℃ 付近 に あ る こ と

を示 し て い る。

　富II［湾 の 砕 波 帯 で は 1 月下 旬頃 に は 表層 水 温 は 10℃

を
一
卜回 る が，そ の 沖側 に 隣椄 す る 浅海域 で は 1〜2月 で

も ユO
°
C を 下 II・1ら な い ，、また ，水 中観察で 2 月

〜3 月 に

ア ユ 仔 魚 が 確 認 さ れ た 地 点は す べ て 砕波帯 の 沖 側 の 浅 海

域 で あ った 。以 Lか ら，富 山 湾 の 砂 浜域 の 砕 波 帯 で は ，

ア ユ 仔 魚 は 水 温 の 低
．
ドの た め に 2 月 頃 ま で に は 沖 側 の

浅 海 域 へ 生 息場 を 移 す も の と考 え ら れ る。

　 仔 魚 の 体 長 　富 山 湾 の 砂 浜域 の 砕 波 帯 で は 10 月 か ら

標 準体長 10mm を 越 え る ア ユ 仔魚 （5 力 年 平 均 12、1

mm ）が 1　 ，
IEした。富山湾の 河冂 域 に 近い 浅海域 の 表層

で は 降海直後 の 7mm 　SL 以 下 の 個体 に 加 え ，8〜22

mln 　SL の 範 囲 の 仔魚 も 多数 採 集 され，体 長 8−一・16　rnm

SL の 個 体 もゆ る や か に 減 少 しな が ら 出 現 した こ と
y・1 か

ら，海域 に 分 散 し たア ユ 仔 魚 は 成 長 しな が ら徐 々 に 砕波

帯付近 へ 回 遊 して い くもの と推 定 され る。

　砕 波 帯に
i−1息 して い た ア ユ 仔 魚 は 12 丿1中 旬 頃 （’卜均

体長 20〜23　mm ）ま で ほ ぼ 直線的 に 大型 化 して い た が、

1 月に 入 る と出現尾数は 減少 し，よ り成 長 した個体 の 出

現 もほ とん どみ ら れ な くな っ た （1月a）5 力午 の
1卜均 体

長 23．3mm ）。1998年 7 月に 岩瀬 で 同 じサー
フ ネ ッ 】・

に よ り平均体長 27 ± 2mm 　SL 〔範 囲 20−32　mm 　SL ，　IV

＝100） の カ ク ク チ イ ワ シ Engraulis　／
’
aPonic ：tts　i子魚 を 多

数採集 し て い る こ と 〔田 r一未発 表 〕 か ら，同 漁 具で は

体長 30mm 近 く ま で の ア ユ 仔 魚 の 採 集 が Nf 能 と考 え ら

れ る、、1 月の 砕波帯で の 採 集結 果 は体 長 30mm 近 くの

ア ユ 仔魚は ほ とん ど生息して い な かった こ とを 示 して い

る。

　 また ，砕波帯 に 隣接 す る 浅海 域 で は 1〜2 月 に ，塚

本
11：が その 生 息域 を 未 知 と して い る 体長範 闘 28〜43

mm 　SL の 個体 を含 む 体長範 囲 21〜48　mm 　SL の 仔 魚 が

採集 さ れ た 〔Fig．3冫。また，同 所 で は 2 月 に 水 而 遊 泳

観察で ア ユ 仔魚の 群れ が確 認 さ れ た、、調 査 に 用 い た 地 曳

網 で は 体長 約 20mm 　SL の 仔 魚 か ら 採 集 が 可 能 な こ

と，地 曳網 を行 う前 に 行った サ ー7 ネ ッ ］一に よ る砕 波 帯

で の 採集で は，仔魚数 は 0 尾 と 8 尾 〔17，3 ± 2．Omm ，N

− 7） で あ った こ とか ら，地 曳網 で 採 集 した 仔 魚 の ほ と

ん どは，砕波帯の 沖側に 隣接 す る 浅海域 に生 息 して い た

仔魚 と考 え られ る 。 こ れ らの 結 果 は富 山 湾 の 砕波帯 で は

ア ユ 仔魚 の 多 くは，平 均 体 長 が 23mm に 近 くな る 12

月中 旬頃 （Fig．2） か ら ，隣接 す る 沖合 い 域に 主 な生息

域 を移 行 して い くこ とを 示 して い る。

　潮汐 との 関係 　塚 木 ら
6冫は熊 野 灘 で の サ

ー7 ネ ッ トに

よ る採 集 に よ り，波 打 ら際 に 出 現 す る 仔魚は 満潮時に 多

く干 潮時 に は少 い こ と を報告 して い る，，一
方，浅野 ら

7：

は熊野灘 で の 灯 火採集 に よ り，仔魚は 満潮時に 多 い 傾 向

は み ら れ る もの の 潮汐 は採集尾数 に 著 しい 影響を i．え て

い な い と して い る、富 山湾で 彳
．
1 っ た 灯火採集で は 満潮時

に 仔魚が 多 く採集 さ れ る傾向は み られ な か った。熊 野 灘

（約 2m ） に 比 べ 潮位 差 の 少 な い ト
．1本 海 側 （20〜30　cm 〕

で は 仔魚晩）移動 に ケえ る潮汐の 影 響 は，太平 洋側 よ りさ

ら に 少 な い こ とが示 唆 さ れ る。

　 砂 浜 海岸 の 保全　ア ユ 仔魚は砂 浜海岸の 砕波帯で 多数

採 集 され た が ，砂 浜 の な い 漁 港 内の 砕 波 帯 で は まれ に し

か採 集 され な か っ た。大阪湾南部 の 湾 口 部で 行わ れ た 調

査 で も ，砂 浜海岸で は ア ユ 仔 魚 が 出覗 した が，近 くの 垂

直 護 岸 で は ア ユ 仔 魚 が 全 く出現 しな か っ た こ と
12丿が 報
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Fig ．5．　Schematic　diagranl　of　the　study 　fiekl〔Kyoden 　beach ；Fig．1： H ） where 　underwater 　obser 、
ratiolls

（用 ayu 　larvae　were 　car −
　　ried　out　by　scuba 　diving．　Shaded 　ova 且s　indica亡e　the　schoc ）l　c♪f　ayu 　larvae　observed ．

告 され て い る。漁 港 内の 砕 波 帯 は 底 面が コ ン ク リ
ー

トで

あ り，水 際の フ ィ ル ター機 能 や 陸 か らの 淡 水の しみ だ し

機能が な い こ と，防波堤 の 内 側 に あ るた め 潮の 流れ が 悪

い こ とお よび 餌 生 物が 砂浜海岸 とは 違 う こ とな どか ら，

特 に 潮 流 の 条件 の 悪 い 漁港内で は 平常時に は ア ユ 仔 魚 は

ほ とん ど棲 息 して い な い もの と考 え ら れ る。

　近 年，砂 浜 海岸の 渚の 多 くが 埋 め 立 て，人
一
［：護 岸 化，

海砂 の 採 取 な どに よ り失 わ れ て い る。Lll−T「’1／富 山 湾で もす

で に ほ とん ど の 海 岸 線 が 人 ］「護岸 化さ れ て い る の に 加

え ，庄 川 と 1申通 川 の 中 間 に位 置 す る富 山 新港 〔Fig．1）
の 東西 に お い て ，1973〜1997 年に か け て 約 157ha の 砂

浜 海 岸，砕 波 帯 お よ び 隣 接 す る 浅海域 が 埋 め 立 て られ
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Fig．6．　 Daily　changc 　in　water 　temperature 　of 　the　study 　fields　of　Namerikawa 〔Fig、1：G）in　Toyama 　Bay　from　October　to　Febrし［−

　 　ary ，1996 −1998．

た 。本調査地点の A も，近隣 に 位 置 す る漁港 の 関 連施

設の 拡大 に よ り 1994年頃に は 潮流 の 変化 な どの 影 響 を

受 け 始 め ，2000年 に は ほ ぼ 埋 め 立 て られ た、ま た ，

1996 年 級 群の 採集率 は 前 3力 年 に 比 べ 著 し く減少 した

が ，こ の 原 因 に は ア ユ 資源の 年変動 に よる仔 魚数 の 減少

の 他 に，調査地 点 C で は 1995 年 に コ ン ク リ
ートの 階 段

式護岸が 完成 し，わ ず か に 残 っ て い た 砂 浜 の 消失 と地 形

の 変化が あ っ た こ とか ら，そ の 影 響 も原因 として十 分考

え られ る。砂浜海岸の 渚域 は ア ユ だ け で な く多 くの 仔稚

魚の 成育場 として 極め て 重 要 で あ る 。

S・］4・T5 ／

　海産ア ユ 資源を 増大 させ るた め には，海 岸 管理者 は も

と よ り．一
般 の 人 々 に も，砕波帯を は じめ とした 周 辺 の 渚

域 が ア ユ 仔魚の 冬期間の 卞 要 な 成 育 場 で あ る こ とを よ く

理 解 して も ら う必 要 があ る と と もに，そ れ ら渚域の 環境

保全 が 極め て 重 要 で あ る と考 え られ る。
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